
●
新
会
員
代
表
者
紹
介

前
田

徹
生

桃
山
学
院
大
学
学
長

明
石
吉
三
前
学
長
の
病
気
辞
任
を
受
け
、

九
月
一
日
付
で
前
田
新
学
長
が
就
任
し
た
。

桃
山
学
院
大
学
は
「
キ
リ
ス
ト
教
精
神
に

基
づ
く
人
格
の
陶
冶
と
世
界
の
市
民
と
し
て

広
く
国
際
的
に
活
躍
し
う
る
人
材
の
養
成
」

を
教
育
理
念
に
掲
げ
、
新
学
長
の
も
と
で
、

教
職
員
の
知
恵
を
集
め
て
の
「
魅
力
的
な
大

学
づ
く
り
」
に
向
け
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切

っ
た
。

前
田
新
学
長
は
、
一
九
四
七
年
東
京
、
高

尾
山
麓
生
ま

れ
。
一
九
七
〇
年
上
智
大
学
法

学
部
卒
業

、
一
九
七
三
年
上
智
大
学
大

学

院

法
学
研
究
科

修
士
課
程
修
了
、

一
九
七
五
年

上
智
大
学

大
学
院
博
士
課
程
在
学
中
に

ミ
ュ

ン

ヘ
ン
大

学
政
治
公

法
研
究
所
に
留
学

。
一

九
七
九
年
上

智
大
学

大
学
院
法
学
研
究
科

博

士
課
程
を
単
位
取

得
退
学
後
、
桃
山
学

院
大

学
経
済
学

部
助
教
授
就
任
。
一
九
九
三
年

教

授
就
任
。
二
〇

〇
二
年
改
組
に
よ
り
桃
山

学

院
大
学
法

学
部
教
授
。
二
〇
〇
四
年
法

学

部

長
、
二
〇
〇
九
年

ふ
た
た
び
法
学
部
長

、
二

〇

一
〇
年
桃

山
学
院
理
事
、
二
〇

一
三
年

学

長
に
就
任
し

た
。
こ
の
問
、
一
九
八
六
年
と

一
九
九
五
年

の
二

度
に
わ
た
り

、
ド
イ

ツ
・

マ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ン
ク
国
際
社
会
法
研
究

所

に
客
員
研
究

員
と

し
て
在
外
研
究
。
研
究

分

野
は

、
憲

法
学
、
特
に
社
会
権
、
経
済
的

自

由
権

の
違
憲

審
査
論
を
主
要
な
テ

ー
マ
と

し

て

い
る
。
主

要
著

書
・
論
文

に

は
、
『
日

本

国

憲
法

の
理

論
』
（
共

著
、
有

斐
閣

）
、
『
現

代
憲

法

の
理
論
と

現
実
』
（
共
著

、
古
林

書

院
）
な
ど

が
あ
る
。
主
要
所
属
学

会
は
、
日

本
公
法
学

会
、
比
較
法
学
会
、
日
本
財

政
法

学
会

、
比

較
憲
法
学
会
等
。

趣
味

は
、
釣
り

、
水

泳
、
カ

ヌ
ー
と

、「
風
」

「
水
」
大
好

き
の
ア

ウ
ト
ド
ア
派
。

カ
ヌ
ー

で

カ
ナ

ダ
極
北
の
ユ
ー
コ
ン
川
を
二
度

漕
波
。

●
新
会
員
代
表
者
紹
介

錦
織

一
郎

大
阪
女
学
院
理
事
長

学
校
法

人
大
阪
女
学
院
は

、
五

月
の
理
事

会

に
お
い
て
、
新
理
事

の
選
任

と
同
時
に
、

錦

織
一
郎
を
理
事
長
に
選
任
し

、
新
役
員
体

制

に
よ
る
運
営
を
開
始
し
た

。
一
二
九
年
に

わ
た
っ
て
多
く
の
先

達
が
積
み

重
ね
、
築
い

て

き
た
女

子
教
育
の
理
念
と
歴

史
、
四

五
年

間

の
高
等
教
育
機
関
と
し
て

の
業
を
継
承
し
、

社
会

と
隣
人
か
ら
望
ま
れ

る
教
育
研

究
機
関

に
向

か
方
歩

み
を
始
め
て

い
る
。

錦
織
新
理
事
長
は

一
九
五

一
年
生
ま
れ
。

関
西
学
院
大
学
社
会

学
部
を
卒
業
、
一
九
七

四
年
に
大
阪

キ
リ
ス
ト
教
青
年
会

（
大
阪
Y
M
C
A

）
に
奉
職

、
青
少
年
を
中

心
と
し
た

社
会
教
育
分

野
で
の
指

導
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア

の
育
成
に

関
わ

る
。
一
九
九
八
年
に
総
主
事

に
就
任
し

、
Y
M
C
A

の
学
校
法
人
、
財
団

法
人
、
社
会

福
祉

法
人
の
常
務
理
事
と
し
て

、

法
人
運
営

の
責

務
を
担
当
す

る
。
総
主
事

の

任
期
満
了

に
伴

い
、
二
〇
〇
八
年
に
大
阪
女

学
院
に
籍
を
移

し
、
二
〇
〇
九
年
六
月

に
副

理
事
長
に
就
任

、
本
年
六
月
よ
り
現
職

。

長
年
に

わ
た
り

、
野
外
教
育
活
動
を
通
し

て
大
阪
府
下

の
青

少
年
に
仕
え
て
き
た
こ
と

か
ら
、
大
阪
府

キ
ャ
ン
プ
協
会
会
長
、
日
本

キ

ャ
ン

プ
協
会
理

事
、
各
種

の
青
少
年
団

体

及

び
国
際

交
流
団

体
の
役
員
を
歴
任
し
て

い

る
。新

理

事
長
は

、
学
校
運
営
が
厳
し
さ
を

増

す
中
で
、

キ
リ

ス
ト
教

主
義
学
校
と
し
て

の

建
学
理
念
を
守
り

抜
く
こ
と
に
責
任
を
果

た

す
こ
と
と
同
時

に
、
キ
リ
ス
ト
教
に
基

づ
く

人

間

関
係

の
あ

り
方

を

「
重

荷

を
担

い
合

う
」
こ
と
と
し

て
、
学
生
・
生
徒
と
支
え

る

人

々
と
共

に
、
重
荷
を
担

い
合
う
関
わ
り

の

中
で
、
生

き
、
生
か
さ
れ
て

い
る
こ
と

に
気

づ
き
、
学

び
、
響
き
合
う
こ
と
を
望
み

、
伝

え
よ
う
と
し
て

い
る
。



●
新
会
員
代
表
者
紹
介

梅
村

清
英

梅
村
学
園
理
事
長

小
川
英

次
前
理
事
長
の
任
期
満
了
に
伴

い
、

十
月

一
日
付

で
就
任
し
た
。
任
期
は
四
年

。

梅
村
学
園

は
今

年
創
立
九
〇
周
年

、
中
核

の

中

京
大
学

は
来
年

開
学
六
〇
周
年
を
迎
え

る
。

節
目

の
時
期
で

の
第
四
代
理
事
長
就
任
。
中

京

大
学
長
期
計
画

「
N
E
X
T
1
0

」

の
着
実

な
実
行

に
意
欲
を
示

す
。

一
九
六
九
年
四
月

名
古
屋
市
生
ま
れ
。
四

四
歳

。
中

京
大
学
経
済
学
部
の
第

一
期
生

。

大
学
院
経

済
学
研

究
科
修
士
課
程
、
博
士
課

程
と
進
み

、
二
〇
〇
五
年

に
博
士
（
経
済
学
）

の
学
位
を
取
得
し

た
。
一
九
九
六
年

に
経
済

学
部
講
師

、
二
〇

〇
六
年
に
教
授
。
そ

の
後

、

経
済
学
部
長

、
大

学
院
経
済
学
研
究
科

長
を

い
ず
れ
も
二
年

間
務
め
た
。
学
部
生
四
年

、

大
学
院
生
五
年

、
教
員
一
八
年
目
で
、
こ

の

間
、
梅
村
学

園
の
評
議
員
、
理
事

を
歴
任
す

る
な
ど
、
本
学
及

び
学
園
一
筋
の
歩
み

。

「
N
E
X
T
1
0

」
は
策
定

委
員
会
委
員
長

と
し
て
、
と
り
ま
と

め
に
尽

力
し
た
。
そ

の

根
本
は
、
建
学

の
精

神
「
学
術
と
ス

ポ
ー
ツ

の
真
剣

味

の
殿
堂

た
れ
」
に

あ

る
。
「
し
な

や
か
に
撓
み
続
け

る
新

生
・
中
京

大
学
」
は

「
自
ら
考
え
、
行

動
す

る
知
識
人
を
育
成
」

す

る
。
「
教
育
力

と
研

究
力

の
さ
ら
な

る
充

実
に
よ
り
、
世
代
を
超
え

た
C
h
u
k
y
O

ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
確

立
を
目
指
す
」
と

語

る
。

専
門
分
野
は
国
際
貿
易

論
で

、
主
な
著
作

に
『
現
代
貿
易
理
論

の
潮

流
』
（
共
著
）
、
『
国

際
貿
易

の
理
論

と
開
発

政
策
』
（
中
京
大

学

経
済
学
研

究
叢
書
）
。

中
京

大
学
同
窓
会
名
誉
顧
問

、
体
育
会
ア

メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル

部
顧
問

。
中
部
経

済
同

友
会
幹
事
、
愛
知
県

経
営

者
協
会
理
事
、

財
団
法
人
愛
知
県
私
学
退
職
基
金

財
団
評
議

員
、
愛

知
県
警
察
官
友

の
会
理

事
な
ど
の
公

職
に
も
あ
る
。

●
新
学
長
紹
介

馬
場

明
道

兵
庫
医
療
大
学
学
長

松
田
瞳
前

学
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
四

月
一
日
付
で
馬
場
明
道
副
学
長
が
学
長
に
就

任
し
た
。

馬
場
明
道
新
学
長
は
一
九
四
六
年
岡
山
県

生
ま
れ
。
大
阪
大
学
薬
学
部
卒
、
一
九
七
四

年
同
大
学
院
薬
学
研
究
科
博
士
課
程
を
修
了
。

引
き
続
き
同
学
部
助
手
、
助
教
授
を
経
て
、

一
九
九
一
年
教
授
。
こ
の
間
、
米
国
イ
エ
ー

ル
大
学
医
学
部
に
留
学
。
大
学
院
薬
学
研
究

矜
長
・
薬
学
部
長
、
国
立
大
学
法
人
大
阪
大

学
理
事
・
副
学
長
を
経
て
、
二
〇
一
〇
年
定

年
退
職
。
同
年
兵
庫
医
療
大
学
副
学
長
・
薬

学
部
教
授
、
二
〇
一
三
年
同
学
長
に
就
任
。

こ
の
間
、
日
本
学

術
会

議
連
携
会
員
、
日
本

薬
理
学
会
理
事
長

、
日

本
薬
学
会
副
会
頭
な

ど
を
歴
任
。
専
門
は
神

経
薬
理
学
で
、
二
〇

〇
七
年
、
日
本
薬
学
会

賞
を
受

賞
。

兵
庫
医
療
大
学
は
昨
年

開
学
四
〇
年
を
迎

え

た
兵
庫
医
科
大
学

の
兄

弟
校
と
し
て
、
二

〇
〇
七
年
に
神
戸

ポ
ー
ト

ア
イ

ラ
ン
ド
に
開

学
し
た
。
現
在
、
薬

学
部
、
看

護
学
部
、
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

学
部
（
理
学
療
法
学
科

、

作

業
療
法

学
科
）
、
大

学
院
看
護

学
研

究
科

、

医

療

科
学

研

究
科

（
と
も

に
博

士

前
期

課

程

）
、

薬
学
研

究
科

（
博

士
後
期

課
程

）
を

擁
し

て
い
る
。

本
学
で
は
、
兵
庫
医
科
大

学
の
建
学
の
精

神

を
礎

に
、
「
幅

広

い
知

識
と
豊

か
な
人

間

性

を
も
ち
、
社
会
と
と
も
に
医
療
を

担
う
医

療

専
門

職
者
を
育
成
す

る
」
こ
と
を

理
念
に

掲

げ
、
具
体
の
四
つ
の
教
育
目
標
を
定

め
て

い
る
。
「
チ

ー

ム
医

療

教
育
」

を
「
ボ

ー
ダ

レ

ス
な
教
育
環
境
」
の
も
と
で
行
う
こ

と
を

教

育
の
大
き
な
特
徴
と
し
て

い
る
。
兵
庫
医

科
大
学
医

学
部
と
本
学
の
三
学
部

の
混

成
で

行
う

一
～
四
年

次
の
チ

ー
ム
医
療

教
育
は
、

異
な

る
医
療

職
者
を
目
指
す
四
学
部

学
生
の

相
互
理

解
に
お

い
て
大
き
な
意
味
を
も

つ
も

の
で
あ
り

、
昨
年
度
の
大
学
基
準
協
会

の
認

証
評
価

に
お
い
て
も
高
く
評
価

さ
れ
た
。



連
盟
ニ
ュ
ー
ス

●

平

成

二

十

五
年

秋
の

叙

勲
（
連
盟

関
係
者
）

旭

日

中

綬

章

松

澤

員

子

（
神

戸

女

学

に

元

理

事

長

）

瑞

宝

中

綬

章

飽
戸

弘

（
東
洋
英
和
女
学
院
大
学
名
誉
教
授

、元
学
長
）

石

田

重

森

（
福

岡

大

学

元

学

長

）

石

塚

博

司

（
早

稲

田

大

学

名

誉

教

授

）

伊

藤

洋

（
早

稲

田

大

学

名

誉

教

授

）

鈴

木

多

加

史
（
追
手
門

学
院
大

学
元
学

長
）

村

上

隆
太

（
西
南
学
院
大
学
名
誉
教
授
、
元
学
長
）

瑞

宝

小

綬

章

平

山

善
吉

（
日

本

大

学

名

誉

教

授

）

●

平

成

二
十

五

年

度

「
国

の

補

助

金

等

に

関

す

る
協

議

会

」

開

催

平

成

二

十

五

年

九

月

十

七

日

（
火

）

ア

ル

カ

デ

ィ

ア
市

ヶ

谷

に

お

い
て

「
国

の

補

助

金

等

に

関

す

る

協

議

会

」

を

開

催

し

た

。

九

一

の
加

盟
大

学

よ

り

一
八

三

名

の

教
職

員

が
参

加

し

、

文

部

科

学

省

よ

り

文

部

科

学

省

概

算

要

求

に

つ

い
て

の

説

明

、

私

立

大

学

を

め

ぐ

る

状

況

及

び

今

後

の
動

向

な

ど

の
報

告

が
行

わ

れ

、

意

義

深

い
協

議

会

と

な

っ

た

。

「

大

学

時

報

」

は

、
P
D
F

版

を

無

料

で

閲

覧

で

き

ま

す

。

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
s
h
i
d
a
i
r
e
n
.
o
r
.
j
p
/

a
c
t
i
v
i
t
i
e
s
/
d
a
i
g
a
k
u
j
i
h
o
u

編

集

後

記

□

や
や
古

い
話
、
今
年
の
一
月
の
こ
と

だ

が
、
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
「
ダ

デ
イ
・
ロ
ン

グ
・

レ
ッ

ク
ズ
」

を
見

た
。
原
作
は
言

わ
ず
と

知

れ
た
「
足

な

が
お
じ
さ

ん
」
。

主
人
公

ジ
ル

ー
シ
ャ
は
孤
児

に
で
育
つ

が
、
匿
名

の
ス

ポ
ン
サ
ー
か
ら
奨
学
金
を
得

て
高

等

教
育
を
受
け

る
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
む
。

意

欲
と
個

性
に
あ
ふ
れ
た
ジ
ル
ー
シ

ャ
は

、

落
ち
込

ん
だ
り

し
つ
つ
も
充
実
し

た
学
生

生
活
を

送
り

、
才
能
を
開
花
さ
せ

て
い
く
。

い
く

ら
広
く
読
ま
れ
て

い
る
名
作
と
は

い

え
、

さ
わ
や
か
な
結
末
に
は
触

れ
な
い
で

お
く
。

現
実

に
は
、
奨
学
金
を
受
け
て

も
、
誰

も

が
ジ
ル

ー
シ
ャ
の
よ
う
に
う
ま
く

い
く

わ
け
で

は
な
い
。
し
か
し
、
つ

い
わ
れ
わ

れ
は
彼
女

の
サ
ク
セ
ス
ス
ト

ー
リ

ー
の
よ

う
な

ロ
マ
ン
を
、
奨
学
金
に
求

め
す

ぎ
て

は

い
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
に
し

ろ
大

学
で

奨

学
金

を
担
当
し
て

い
る
私
で

さ
え

、
ジ

ル

ー
シ
ャ
に
魅
せ
ら
れ
た
く
ら

い
な
の
だ
。

今
号

の
特
集
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
お
立

場
か

ら
奨
学
金
の
現
実
を
記
し
て

い
た
だ

い
た

。
現

実
に
は
ジ
ル
ー
シ
ャ
は
少

な
く

て

も
、
奨
学
金
の
社
会
的
使
命
は

あ
る
。

（
広
報
・
情
報
部
門
会
議
（
大
学

時
報
）

委
員

・
立
教
大
学
学
生
部
学
生
厚

生
課

木
村

健
太
）

□
銃
を

肩
に
雨
の
中
を
行
進
す

る
学
生
た

ち
-

出
陣
学
徒
壮
行
会

が
開
か
れ
た
の

は
七
〇
年

前
の
一
〇
月
二
十
一
日

。
く
し

く
も

、
私
の
勤
務
校
の
創
立
記
念

日
で
も

あ
る
。
本
学
で
も
判
明
分
だ
け

で
約
四
三

〇
〇
名

の
学
生
・
教
職
員

・
卒
業

生
が
、

戦
闘

、
空
襲
な
ど
で
命
を
落
と
し

て
い
る
。

一
九

九
〇
年
に
は
構
内
に
平

和
記

念
碑
を

建
立
し

て
そ
の
名
簿
を
納

め
、
毎

年
の
ホ

ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
ー
に
は
総
長

ほ
か
関
係

者
が
献
花
。
昨
年
は
岸
本
氏

の
原

稿
に
も

あ
る
松
井
栄
造
の
、
今
年
は
別

の
学
徒
五

名
を
取

り
上
げ
た
企
画
展
も

実
施
し
た
。

学
業

半
ば
で
、
つ

い
に
学
苑

に
戻

る
こ

と

の
な
か
っ
た
数
多
の
先
輩

た
ち

。
今
年

は
節

目
の
年
と
い
う
こ
と
で

、
催

し
や
報

道

な
ど
も
多
か
っ
た

が
、
次
代
を

担
う
後

輩

た
ち

に
ど
れ
だ
け
伝
わ

っ
た
の
か
。
残

っ
た
「
学
徒
」
た
ち
も
す
で

に
高
齢
で
あ

る
。
語

り
継
ぎ
鎮
魂
の
祈
り

を
さ
さ
げ
る

と
と

も
に
、
教
育
研
究
を
通
し

て
、
世
界

の
平

和
と
安
寧
に
資
す

る
成
果
と
人

材
を

生
み

出
し
て

い
く
こ
と

が
大

学
の
使
命
で

あ
る
と
、

あ
ら

た
め
て

心
し

た

い
。
（
広

報
・
情

報

部

門
会

議

（
大
学

時

報
）

委

員
・
早

稲
田

大

学

広
報

室

広
報

課

月

田

陽
子
）

□

た
だ
健
康
で
あ

る
こ
と

が
一
番

の
ぜ
い

た
く
で

あ
り
、
幸
せ
で
あ

る
と

い
う

こ
と

に
、
病
気
に
な
る
た
び
気

づ
か
さ
れ
る
。

そ

ん
な
経
験
は
な

い
だ

ろ
う

か
。「
平
和
」

も
同

じ
こ
と
か
も
し
れ
な

い
。
平
和

で
あ

る
こ
と

が
日
常
で
あ

る
私
た
ち

戦
争

を
知

ら
な
い
子

ど
も
た
ち
第
二

・
第
三

世
代
に

と

っ
て
、
戦
争
は
遠

い
過
去

の
出
来
事
。

ず
っ
と
昔
か
ら
平
和

が
確
立

さ
れ
て
い
た

か
の
よ
う
な
錯
覚
を
起
こ
し
て

い
る
。
今

号

の
小

特
集
は
、
「
今
、
大
学
は

『
平
和
』

に
ど
う

取
り

組

む
か
-

学
徒
出
陣
七
〇

年
の
節
目
に
」
。
今
年
は
、
平
和

の
祭
典
と

も
言
わ
れ
る
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
二
〇
二
〇
年
に
東
京

で
開
催
さ

れ
る
こ
と
が
決
定
し
た
年
で
も

あ
る
。
普

段

は
あ
ま
り
考
え

る
こ
と

の
な

い
平

和
に

つ
い
て
、
こ
の
機
会
に
深
く
考
え

る
時
間

を
も
っ
て
み
て
は
ど
う
だ

ろ
う

か
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
古
美
術
商

で
西

洋

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
評
論
家
と
し

て
ご
活

躍
の

岩
崎
紘
昌

氏
。
ア
ン
テ
ィ

ー
ク
一
筋
で
こ

の
道
へ
進
ま
れ
た
の
か
と
思

い
き
や
、
学

生
時
代

に
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を

積
ん
だ
こ

と

が
今
に
つ
な

が
っ
て

い
る
と

い
う

。
最

近
、
就
職
が
決
ま
ら
な

い
こ
と

で
人
生
の

終
わ
り
と
悲
観
す

る
学
生

が
多

い
よ
う
だ

が
、
横
道
に
そ
れ
た

っ
て

い
い
、
先
輩
た

ち
の
背
中
を
見
て
た
く

さ
ん
チ

ャ
レ
ン
ジ

し

て
ほ

し

い
。
（
日
本

私
立
大

学
連
盟

事

務
局

春
名

貴
明
）
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愛 知 大 学
亜 細 亜 大 学
青 山 学 院 大 学
跡 見 学 園 女 子 大学

梅 花 女 子 大 学
文 教 大 学
筑 紫 女 学 園 大 学
中 京 大 学
三 重 中 京 大 学

中 央 大 学
獨 協 大 学

獨 協 医 科 大 学
姫 路 獨 協 大 学

同 志 社 大 学
同 志 社 女 子 大 学

フェリス女学院大学
福 岡 大 学
福 岡 女 学 院 大 学
福岡女学院看護大学
学 習 院 大 学
学 習 院 女 子 大 学

白 鴎 大 学
阪 南 大 学
広 島 女 学 院 大 学

広 島 修 道 大 学
法 政 大 学

兵 庫 医 科 大 学
兵 庫 医 療 大 学

実 践 女 子 大 学
上 智 大 学
聖 母 大 学
城 西 大 学
城 西 国 際 大 学

順 天 堂 大 学
関 西 大 学
関 西 医 科 大 学
関 西 学 院 大 学
関 東 学 園 大 学

関 東 学 院 大 学
活 水 女 子 大 学
慶 應 義 塾 大 学
恵 泉 女 学 園 大 学

敬 和 学 園 大 学

神 戸 女 学 院 大 学
神戸 海星女 子学 院大 学
國 學 院 大 学

国 際 大 学
国 際 武 道 大 学

国 際 基 督 教 大 学
駒 澤 大 学
苫 小 牧 駒 澤 大 学

皇 學 館 大 学
甲 南 大 学
久 留 米 大 学

共 立 女 子 大 学
京 都 産 業 大 学
京 都 精 華 大 学

京 都 橘 大 学
松 山 大 学
松 山 東 雲 女 子 大 学

明 治 大 学
明 治 学 院 大 学

宮 城 学 院 女 子 大 学
桃 山 学 院 大 学
武 蔵 大 学
武 蔵 野 大 学

武 蔵 野 美 術 大 学
名 古 屋 学 院 大 学

南 山 大 学
日 本 大 学
日 本 女 子 大 学

ノートルダム清心女子大学
大 阪 学 院 大 学

大 阪 医 科 大 学
大 阪 女 学 院 大 学
追 手 門 学 院 大 学
大 谷 大 学

立 教 大 学
立 正 大 学

立 命 館 大 学
立命館アジア太平洋大学

龍 谷 大 学
流 通 科 学 大 学
流 通 経 済 大 学

西 武 文 理 大 学
聖 学 院 大 学
成 城 大 学
聖 カ タ リ ナ 大 学
成 蹊 大 学
西 南 学 院 大 学

清 泉
女 子 大 学

聖 心 女 子 大 学
専 修 大 学
石 巻 専 修 大 学
芝 浦 工 業 大 学
白 百 合 女 子 大 学
仙台白百合女子大学

園 田学 園女 子 大 学
創 価 大 学
大 正 大 学
拓 殖 大 学
天 理 大 学
東 邦 大 学
東 北 学 院 大 学

東 北 公 益 文 科 大 学
東 海 大 学
常 磐 大 学

東 京 医 療 保 健 大 学
東 京 女 子 大 学
東京 女 子 医 科 大 学
東 京 経 済 大 学

東 京 農 業 大 学
東 京 情 報 大 学

東 京 歯 科 大 学
東 洋 大 学
東洋英和女学院大学

東 洋 学 園 大 学
豊 田 工 業 大 学
津 田 塾 大 学
和 光 大 学
早 稲 田 大 学

山 梨 英 和 大 学
四 日 市 大 学
四日市看護医療大学
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